
取締役

取締役 常務執行役員
岩田 浩一
1990年４月	� 当社入社
2015年６月	� 当社東京支店長
2018年２月	� 当社企画普及部長
2019年１月	� 当社マーケティング部長兼企画普

及部長
2020年２月	� 当社マーケティング部長
2021年１月	� 当社執行役員マーケティング部長
2023年１月	� 当社常務執行役員国内営業本部長
2025年１月	� 当社取締役常務執行役員国内営業

本部長（現在）

取締役 常務執行役員
山地 充洋
1994年４月	 当社入社
2017年５月	 当社研開企画部企画課長
2020年３月	 当社経営戦略室長
2023年５月	� K-I CHEMICAL U.S.A. INC.取締

役社長
2024年11月	 当社常務執行役員経営管理本部長
2025年１月	� 当社取締役常務執行役員経営管理

本部長（現在）
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取締役会：100%（9回/9回）
山地充洋氏は、これまで研究開発における企画部門および経営管理部
門において実績を積み重ねてまいりました。また、企業経営者としての
経験および実績から当社の経営体制をさらに強化できる人財と判断し、
第76回定時株主総会にて選任されました。

取締役会：100%（9回/9回）
岩田浩一氏は、これまで国内営業部門において実績を積み重ねて
まいりました。これらの経験および実績から当社の経営体制をさ
らに強化できる人財と判断し、第76回定時株主総会にて選任され
ました。

取締役会：100%（11回/11回）　指名・報酬委員会：100%（3回/3回）
西尾忠久氏は、企業経営者としての長年の経験と幅広い見識を当社
グループの経営に引き続き活かすことを期待し、第76回定時株主
総会にて社外取締役として選任されました。

社外取締役
西尾 忠久
1973年４月	� 鈴与㈱入社
2004年11月	� 同社執行役員コンテナターミナル

部長
2005年４月	� 同社執行役員作業部長兼上屋業務

部長
2006年６月	� 同社執行役員港湾事業本部長
2007年11月	� 同社常務取締役港湾事業本部長
2011年11月	� 同社専務取締役港湾事業本部長
2014年11月	� 同社専務取締役
2015年１月	� イハラケミカル工業㈱取締役
2016年11月	� 鈴与㈱代表取締役副社長
2017年５月	� 当社取締役（現在）
2025年11月	� 鈴与㈱相談役（現在）

取締役会：100%（11回/11回）　指名・報酬委員会：100%（3回/3回）
山梨智里氏は、静岡シェル石油販売㈱における企業経営者としての
経験と幅広い見識を活かし、当社の経営体制をさらに強化できる人
財と判断し、第76回定時株主総会にて社外取締役として選任されま
した。

社外取締役
山梨 智里
2006年４月	� ㈱東京スタイル（現TSIホールディ

ングス）入社
2008年10月	� ㈱クレヨン入社
2017年10月	� 住友不動産㈱入社
2020年10月	� 静岡シェル石油販売㈱取締役
2023年１月	� 当社取締役（現在）
2023年３月	� 静岡シェル石油販売㈱常務取締役
2025年３月	� 静岡シェル石油販売㈱専務取締役

（現在）

取締役会：100%（11回/11回）　指名・報酬委員会：100%（3回/3回）
池田寛二氏は、大学教授として世界の農業に関わる環境社会学研究
を通じて長年培われた経験と高い学識を当社グループの経営に引き
続き活かすことを期待し、第76回定時株主総会にて社外取締役と
して選任されました。

社外取締役
池田 寛二
2004年４月	� 法政大学社会学部教授
2004年４月	� 法政大学大学院政策科学研究科

（現 公共政策研究科）教授
2016年１月	� 当社取締役（現在）
2023年４月	� 法政大学名誉教授（現在）

役員紹介 （2026年3月19日現在）

代表取締役 専務執行役員
今井 克樹
1991年４月	� 全国農業協同組合連合会入会
2018年４月	� 同会本所肥料農薬部農薬原体・

開発課長
2019年４月	� 同会本所耕種資材部農薬課長
2021年４月	� 同会本所耕種総合対策部次長
2022年４月	� ZMクロッププロテクション㈱

監査役（非常勤）
2022年６月	� ホクレンくみあい飼料㈱監査役

（非常勤）
2022年６月	� 一般社団法人北海道地域農業研

究所理事
2022年６月	� 全国農業協同組合連合会本所経

営企画部地区担当部長
2025年１月	� 当社代表取締役専務執行役員海

外営業本部長（現在）

取締役

代表取締役 取締役社長
横山 優
1989年４月	 当社入社
2007年８月	� 当社総務部付K-I CHEMICAL 

EUROPE SA/NV 出向 取締役社長
2013年１月	� 当社国外部長
2013年４月	� 当社海外営業部長
2020年２月	� 当社執行役員経営管理本部経営企

画部長
2021年11月	� 当社常務執行役員経営管理本部副

本部長兼経営企画部長
2023年１月	� 当社取締役常務執行役員経営管理

本部長兼経営企画部長
2024年１月	� 当社取締役常務執行役員経営管理

本部長
2024年11月	� 当社代表取締役社長（現在）

取締役会：100%（11回/11回）　指名・報酬委員会：100%（3回/3回）
横山 優氏は、海外営業部門および経営管理部門で実績を積み重ねる
とともに、2024年11月からは代表取締役社長として当社グループ
の経営全般を牽引してまいりました。これらの経験および実績を引
き続き、当社グループの経営に活かすことを期待し、第76回定時株
主総会にて選任されました。

取締役 専務執行役員
吉村 巧
1981年４月	� ㈱ケイ・アイ研究所入社
2008年７月	� 同社取締役所長
2013年１月	� 当社経営管理部長
2016年１月	� 当社理事経営管理部長
2017年１月	� 当社執行役員経営管理部長
2017年５月	� 当社執行役員研究開発本部副本部

長兼研究推進部長
2018年２月	� 当社執行役員研究開発本部副本部

長兼研開企画部長
2019年１月	� 当社執行役員研究開発本部副本部

長兼化学研究所長
2020年２月	� 当社執行役員経営管理本部総務人

事部長
2021年１月	� 当社常務執行役員経営管理本部副

本部長兼総務人事部長
2021年11月	�当社常務執行役員経営管理本部長

兼総務人事部長
2022年７月	� 当社常務執行役員経営管理本部長

兼人事部長
2023年１月	� 当社取締役専務執行役員（現在）

取締役会：100%（11回/11回）　指名・報酬委員会：100%（3回/3回）
吉村 巧氏は、これまで研究開発部門および経営管理部門において実
績を積み重ねてまいりました。これらの経験および実績から当社の
経営体制をさらに強化できる人財と判断し、第76回定時株主総会に
て選任されました。

取締役 常務執行役員
井川 照彦
1984年４月	� イハラケミカル工業㈱入社
2007年１月	� 同社生産本部資材部長
2010年１月	� 同社調達本部資材部長
2011年１月	� 同社取締役調達本部資材部長
2012年１月	� 同社取締役調達本部長兼資材部長
2012年６月	� 同社取締役資材部長
2013年７月	� 同社取締役SCM事業本部長兼資

材部長兼中国事業推進部長
2015年１月	� 同社取締役SCM事業本部長兼資

材部長兼SCM事業推進部長
2016年１月	� 同社執行役員SCM事業本部長兼

資材部長兼SCM事業推進部長
2017年５月	� 当社取締役化学品営業本部化成品

部長
2019年１月	� 当社取締役生産資材本部副本部長

兼資材調達部長
2021年１月	� 当社取締役常務執行役員生産資材

本部長兼資材調達部長
2022年６月	� 当社取締役常務執行役員生産資材

本部長（現在）

取締役会：100%（11回/11回）
井川照彦氏は、イハラケミカル工業㈱において執行役員SCM事業本
部長として、同社の化成品部門を指揮してまいりました。
これらの経験および実績に加え、2017年５月の経営統合後は取締役
として、化学品営業部門、生産資材部門を指揮してまいりました。
これらの経験および実績を引き続き、当社グループの経営に活かす
ことを期待し、第76回定時株主総会にて選任されました。

取締役会：100%（9回/9回）
今井克樹氏は、全国農業協同組合連合会にて肥料農薬部門、耕種総
合対策部門にて実績を積み重ねるとともに、2022年からは同会経営
企画部門を指揮してまいりました。これらの経験および実績を当社
グループの経営に活かすことを期待し、第76回定時株主総会にて選
任されました。

コーポレートガバナンス
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特に重視するスキルとその理由
　取締役の選定において、経営と事業推進に必要なスキル、専門性、経験等を洗い出し、それに合致した人財を選定しています。
　企業経営、財務戦略・資本戦略は経営においてその根幹を成すものであり、また、ESG・サステナビリティならびに法務・コンプ
ライアンス・リスク管理は安定的な事業推進と企業の社会的責任を果たすためには欠かせない要素であるため、これらのスキルをより
厚くしています。
　一方で、当社連結グループの海外売上比率は現在50％を超えています。また、創立以来研究開発型の企業として、新しい製品、
技術の研究、開発を通して事業の拡大を図ってまいりました。当社にとって、グローバルと技術・研究は未来に向けて当社がさら
なる事業拡大を図っていくためには必須の要素であるため、これらスキルもバランスよく配置しています。

監査役

社外監査役（常勤）
中島 隆博
1989年４月	 農林中央金庫入庫
2004年２月	 同金庫開発投資部部長代理
2009年７月	 同金庫総合企画部部長代理
2010年７月	 同金庫総合企画部副部長
2011年６月	 同金庫JA三井リース㈱出向
2013年６月	 同金庫大阪支店主任考査役
2016年６月	 同金庫営業企画部長
2017年７月	 同金庫執行役員営業企画部長
2018年４月	 同金庫常務執行役員
2020年４月	 JA三井リース㈱専務執行役員
2020年６月	 同社取締役専務執行役員
2025年１月	 同社顧問
2025年１月	 当社常勤監査役（現在）

社外監査役
鈴木 富隆
1993年４月	 全国農業協同組合連合会入会
2015年４月	 同会本所生産資材部包装資材課長
2019年４月	 同会本所耕種資材部総合課長
2021年４月	 同会本所耕種資材部次長
2025年１月	 同会本所耕種総合対策部長（現在）
2025年１月	 当社監査役（現在）

取締役会：100%（9回/9回）　監査役会：100%（8回/8回）
中島隆博氏は、金融機関における豊富な経験と幅広い見識を当社の
監査に反映していただけるものと判断し、第76回定時株主総会にて
社外監査役として補欠選任されました。

社外監査役
助川 龍二
1978年４月	 全国共済農業協同組合連合会入会
2005年４月	 同会全国本部システム開発部長
2006年４月	 同会全国本部IT企画部長
2008年８月	 同会全国本部経営企画部長
2010年４月	 同会全国本部広報部長
2010年８月	� ㈱中央コンピュータシステム代表

取締役専務
2013年６月	 同社代表取締役社長
2015年７月	� 全国共済農業協同組合連合会常務

理事
2016年７月	 同会代表理事専務
2017年６月	� 共栄火災海上保険㈱取締役社長

（代表取締役）、社長執行役員
2021年１月	� 当社監査役（現在）
2021年６月	� 共栄火災海上保険㈱相談役

取締役会：100%（11回/11回）　監査役会：100%（13回/13回）
助川龍二氏は、金融機関における豊富な経験と幅広い見識および共
栄火災海上保険㈱における企業経営者としての長年の経験と幅広い
見識を当社の監査に反映していただけるものと判断し、第75回定時
株主総会にて社外監査役として選任されました。

取締役会：100%（9回/9回）　監査役会：100%（8回/8回）
鈴木富隆氏は、全国農業協同組合連合会における長年の経験と幅広
い見識を当社の監査に反映していただけるものと判断し、第76回定
時株主総会にて社外監査役として補欠選任されました。

社外監査役
白鳥 三和子
2005年４月	� 芙蓉監査法人入所
2010年８月	� 三和子CPA事務所所長（現在）
2014年４月	� 税理士法人静岡みらい代表社員

（現在）
2017年５月	� 当社監査役（現在）

取締役会：100%（11回/11回）　監査役会：100%（13回/13回）
白鳥三和子氏は、公認会計士および税理士としての豊富な経験と専
門知識を監査に反映していただけるものと判断し、第75回定時株主
総会にて社外監査役として選任されました。

企業経営 ESG・
サステナビリティ

法務・
コンプライアンス・

リスク管理

財務戦略・
資本戦略 グローバル 技術・研究

取
締
役

横⼭ 優 ● ● ● ● ●

今井 克樹 ● ● ●

吉村 巧 ● ● ●

井川 照彦 ● ● ●

⼭地 充洋 ● ● ●

岩⽥ 浩⼀ ● ● ●

⻄尾 忠久 ● ● ●

池⽥ 寛⼆ ● ● ●

⼭梨 智⾥ ● ● ●

監
査
役

中島 隆博 ● ● ●

鈴⽊ 富隆 ● ● ●

助川 ⿓⼆ ● ● ●

⽩⿃ 三和⼦ ● ● ●

スキル・マトリックスー取締役会が期待するスキル・役割・専⾨性・経験 期待する項⽬：●

役員紹介 （2026年3月19日現在）

コーポレートガバナンス
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取締役会議長コメント

　2024年11月から、取締役会議長に就任しています。取締役会では、業務執行の監督に

とどまらず、当社グループのあるべき姿を実現するための経営戦略や事業戦略について活発

に議論し、中長期的な企業価値を向上させることが重要であると考えています。取締役会の

パフォーマンスを向上させるためには、実効性の評価・分析、抽出した課題に対する適切な対

応によって改善を繰り返していく必要があります。当社では、これまでも継続的に会議体制の

見直しを図っており、2020年以降、社外取締役の割合の向上、自社株式報酬制度の導入、

社外取締役が過半数を占める指名・報酬委員会の設置等を行ってまいりました。また、包括

的かつ実効性の高い議論を行うためには、会議体制の整備だけでなく、議論を促すための取

り組みも同様に重要です。そのため、常勤役員と非常勤役員の情報格差低減や適切なアジェ

ンダ設定を行うといった工夫も行っております。

　今後も、取締役会の実効性を高めていくとともに、業務執行とのコミュニケーションを積極的

に取っていくことを通じて、取締役会の議長としての責務を果たし、企業価値の向上に向けて力

を尽くしてまいります。

取締役会議長

横山 優

取締役会
　取締役会は、代表取締役社長を議長とし、取締役９名

（内社外取締役３名）で構成され、原則月１回開催し、経
営上の重要な決定および業務執行の監督を行っています。
経営のチェック機能を強化するため社外監査役も出席し、

意見陳述を行っています。
　取締役会出席メンバー間の情報の非対称性を縮小する
ために、取締役会開催の度に近況報告の時間を設け、直
近の取締役会後に開催された執行役員会や経営会議、お
よびその他主要な社内会議で議論した事項の概要、なら
びに主な行事などについて情報を共有しています。また、
年１回を基本として取締役会の事業所あるいは子会社で
の開催を実施しており、各地の事業所・子会社の視察な
ども行っています。

2025年度 開催回数：11回

主な議題：決算、株主総会付議事項、株式に関する事項、
決算に関する事項、M&Aに関する事項、中期経営計画の
方針設定、サステナビリティ経営の進捗、アクシーブ®ジェ
ネリック品対策、グループ会社の減損、社外役員への近
況報告等

抽出された課題など 主な取り組み

2021年

取締役人数 18名以内⇒9名以内

社外取締役の割合 1/4（4名/16名）⇒1/3（3名/9名）

指名・報酬委員会 社外取締役が過半数を占める指名・報酬委員会を設置

自社株式報酬制度 自社株式報酬制度である譲渡制限付株式報酬制度を導入

2023年 取締役会の適切な構成 2023年1月女性取締役就任

2024年 指名・報酬委員会の実効性 独立社外取締役が委員長に就任

コーポレートガバナンス

おり、また「取締役会」「経営会議」および「執行役員会」は、
社内の規程により各々の意思決定の基準を定めてその範
囲で運営され、その決定に基づき業務執行がなされてい
る等、経営チェック機能を十分発揮している体制であると
判断しています。
社外取締役比率

33%

社外役員比率
（取締役・監査役）

54%

女性役員比率

15%株主総会

取締役会
（原則月1回開催）

取締役社長

執行役員

クミアイ化学グループ経営トップ戦略会議
（原則年2回開催）

サステナビリティ推進部会
経理部会

グループ会社

各本部・業務部門 法務・コンプライアンス部

指名・報酬委員会
（適宜開催）

経営会議
（適宜開催）

執行役員会
（原則月2回開催）

全社委員会

クミアイ化学グループ
ヘルプライン
(専門会社)
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監査役会

内部監査室

会計監査人

業務執行体制

選任・解任

報告
選定
解職
監督

助言・提言

調査・指導

選任・解任

監査

監査

指示
報告

報告

報告

報告 連携 監査

監査

連携

選任・解任

コーポレートガバナンス体制図

諮問

基本的な考え方
　当社は「私たちは創造する科学を通じて『いのちと自然
を守り育てる』ことをメインテーマとし、安全・安心で豊
かな社会の実現に貢献します」という企業理念の下、顧
客のニーズと信頼にこたえる製品の開発・提供に努めて
います。
　経営環境の変化に迅速に対応できる体制を構築し、株

主重視の観点で法令・倫理の遵守および経営の透明性を
高めるために、経営管理体制の充実を図っていくことを重
要な課題と位置付けています。
　利害関係者との関係については「経営ビジョン」や「クミア
イ化学行動規範」の中で一人ひとりが取るべき行動や遵守
すべき事項を提示し、利害関係者の立場を尊重する企業
風土の醸成に努めています。

コーポレートガバナンス体制
　当社は企業統治の体制として、監査役会設置会社を採
用しています。
　当社は「取締役会」「経営会議」および「執行役員会」を設
置しており、それぞれの決定や協議に基づき企業統治を
行う体制を取っています。「取締役会」の役割を経営方針の

決定および業務執行の監督に集中させることにより、経営
機能と業務執行の責任区分を明確にし、業務執行機能の
拡充と意思決定の迅速性を高めるよう運営しています。
　常勤監査役（社外監査役・独立役員）が「取締役会」「経
営会議」および「執行役員会」に加えて社内のその他重要
会議に出席し、業務執行に対する監査機能強化を図って
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取締役会の実効性評価
評価の概要
　当社は、取締役会の実効性評価に関し、毎年1回、実
効性の分析・評価を実施し、さらなる取締役会の機能向
上を図っています。
　2025年10月期は、外部コンサルタント監修のもと、
全ての取締役および監査役にアンケートを実施し、その
結果について取締役会で議論を行い、取締役会全体の実
効性に関する分析および評価を行っています。その結果、
当社の取締役会は適切に運営され、実効性は確保されて
いることを確認しました。
　今後は、現状の取り組みを継続しつつ、経営戦略の議
論や基盤となる人財に関する議論の深化など、果たすべ
き取締役会の役割を踏まえ、相対的に課題として抽出さ
れた事項について、当年度の優先順位付けを行い、アク
ションプランを策定・実行してまいります。

後継者選定プロセス
　社外取締役が過半数を占める指名・報酬委員会におい
て審議する後継者育成計画の中で、代表取締役社長とし
て備えるべき具体的な要件について議論し、その要件を
満たす候補者を選定して取締役会に提言しています。

役員報酬
　当社の取締役の報酬は、当社の企業価値の持続的な向
上を図るインセンティブとして十分に機能するような報酬体
系とし、金銭報酬と非金銭報酬（譲渡制限付株式報酬）で
構成されています。譲渡制限付株式報酬の支給対象は社
外取締役を除いた取締役としています。
　取締役（社外取締役を除く）の個人別の金銭報酬は、各
取締役の役位、責任の大きさ、経営への貢献度および連
結業績の状況を総合的に勘案し、さらに、GHG排出量削
減実績および人権尊重、労働者の権利、腐敗防止等の取
り組みと実績も踏まえ、決定するものとしています。取締
役会の諮問を受けた、社外取締役を委員長とし、委員の
過半数を社外取締役で構成する指名・報酬委員会におい
て審議し、前年度の金銭報酬に対する増減の範囲を取りま
とめ、取締役会に上程しています。その内容を取締役会で
審議し決定した上で、取締役会の委任を受けた取締役社
長が、当該増減の範囲内で各取締役の増減率を定めるこ
とにより決定しております。
　取締役（社外取締役を除く）の譲渡制限付株式報酬は、
金銭報酬の一定以上の割合とし、より長期的な企業価値
の向上に対するインセンティブとして機能させています。取
締役会は役位、役職ごとの付与株式数を指名・報酬委員
会に諮問し、その諮問に基づき協議した上で取締役会に
上程し、取締役会で審議して決定しております。
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監査役会議長コメント

　監査役会は、株主の皆様からの信託を受けた独立の機関として、当社グループの持続的な

成長および中長期的な企業価値の向上に資すべく、取締役の職務執行を監視・検証しており

ます。

　社会環境の変化や予測困難な事象が増す中、企業にとって、ガバナンスの重要性はかつてな

いほど高まっています。単に法令遵守を確認する「適法性」監査にとどまらず、経営の意思決定

プロセスが適切かどうか、また内部統制システムが実効性を持って機能しているかという「妥当

性」の観点も重視し、厳正な監査活動に努めています。

　そのため、会計監査人や内部監査室と連携を強化するとともに、工場や関係会社も含めた

部署ごとの監査を年間約30回実施し、実態把握を行っているところです。また監査時や日常、

取締役、社員と直接対話する中で、当事者および取締役に対して「気づき」や助言を示すととも

に、経営リスクの早期発見と未然防止に取り組んでいます。

　株主の皆様の期待に応え、社会から信頼される健全な企業体質を維持・強化することが私た

ちの使命です。今後もその職務を果たし、当社のさらなる発展に寄与すべく、経営へのけん制

機能を発揮するとともに、プロセスの正当性確認や分析を通じて、経営の果敢な判断、迅速な

意思決定の後押しをしていきたいと考えています。

監査役会議長

中島 隆博

コーポレートガバナンス

指名・報酬委員会委員長コメント

　当社は2021年に任意の指名・報酬委員会を設置しています。当時から委員として活動し、

2024年に委員長に就任しました。取締役会の機能の独立性、客観性等をより一層向上させ

るという当委員会の存在意義を委員全員が認識し、各議案に対し議論を重ねた上で、取締役

会に上程してきました。

　取締役の報酬に関しては、直近の業績を主な指標とした上で、当社グループが積極的に取り

組んでいる温室効果ガス（GHG）排出量削減の実績、また、腐敗防止や人権尊重、ディーセント

ワーク等に関する取り組み状況や実績に関する情報を委員で共有し、議論しています。取締役

候補者の指名、後継者の選定と指名に関しては、候補となる人財の経歴、スキル、および資

質に関する情報を共有し、議論しています。さらに、候補者に求められることは普遍的ではな

く、時により一定程度変化することを前提とし、中期的な後継者育成計画に関して継続的な

議論を行い、次期後継者の育成を進め、後継者選定の時に備えています。

　当社の指名・報酬委員会は設置後約5年が経過しましたが、取締役会の諮問機関として、

より充実した議論を重ね、その機能と使命を最大限に発揮できるように努めてまいります。

指名・報酬委員会委員長

西尾 忠久

経営会議
　経営会議は、代表取締役社長を議長とし、常勤取締役
および役付執行役員で構成され、必要の都度開催し、重
要な経営戦略および業務執行に関して協議を行います。
また、常勤監査役も出席しています。

指名・報酬委員会
　指名・報酬委員会は、取締役会の下に置かれ、独立
社外取締役を委員長とし、取締役5名（内社外取締役3
名）で構成されています。取締役会の諮問により取締役の
指名および取締役の報酬に係る案件について審議し、取
締役会に上程することを通して、これらに係る取締役会の

機能の独立性、客観性および説明責任を強化していま
す。また、後継者育成計画に関して、後継者が備えるべ
き資質やスキル等について議論しています。

2025年度 開催回数：14回

主な議題：アクシーブ®ジェネリック品対策、当社経営課
題分析、設備投資について等

2025年度 開催回数：3回

執行役員会
　執行役員会は、代表取締役社長を議長とし、常勤取締
役および執行役員で構成され、原則月２回開催し、業務
執行の意思決定を行っています。常勤監査役およびオブ
ザーバーとして理研グリーン社長、ケイ・アイ化成社長、
K-I CHEMICAL U.S.A. 社長も出席しています。

2025年度 開催回数：19回

主な議題：取締役会に付議する事項、中長期経営計画に
関する重要事項、アクシーブ®ジェネリック品対策、組織
改編、製品取上、重要人事に関すること等

監査役会
　監査役会は、常勤監査役を議長とする社外監査役４名
で構成され、監査役会は原則として３カ月に１回以上開催
しています。監査役会が定めた監査方針および監査計画
に基づき、独立した立場から取締役の職務執行の監査を
行っています。

2025年度 開催回数：13回

主な議題：監査計画、監査役会の監査報告、監査役選任
議案に関する同意、常勤監査役の選定、会計監査人の候
補の選定、会計監査人の監査報酬等に関する同意等
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コンプライアンスに関する基本方針
　当社グループは「クミアイ化学グループコンプライ
アンスに関する基本方針」のもと、不断のコンプライ
アンス教育啓発活動を通じて、コンプライアンス意識
の浸透と高揚を図り、役職員が企業理念や行動規範に
のっとった行動を取ることができるように企業文化の
醸成を目指しています。
　また、役職員一人ひとりが企業理念や行動規範にのっ
とり、良識ある行動をするためのガイドラインとして

「クミアイ化学倫理基準」を定め、規倫読本にも掲載して
当社グループ内で展開しています。

コンプライアンス体制
　当社は、代表取締役社長を委員長とするリスク・コ
ンプライアンス委員会（常勤役員で構成）を設置し、年
１回および必要の都度開催しています。委員会では、
各部門が策定するコンプライアンスプロブラムの実施
計画について審議、承認するとともに、その実施状況
を確認しています。また、コンプライアンス意識調査
の結果、コンプライアンス推進活動、贈収賄対策、人
権課題等について協議しています。
　また、内部通報窓口を設置し、独立した調査体制に
よる事実確認と是正措置を行い、その結果をリスク・
コンプライアンス委員会に報告しています。

相互モニタリングによる内部統制の強化
　当社グループは、コンプライアンスと内部統制の観
点から、事業部門内および部門間で相互のモニタリン
グと統制を実践しています。
　現場単位では、個人的な不正やミスを防ぐため、日
常的に3方向からモニタリング（❶上司による日常的な
モニタリング、❷職場における同僚間のクロスモニタ
リング、❸上司や先輩への各自の気づきの発信）を行っ
ています。これらの日常的モニタリングは第一のディ
フェンスラインの役割を果たし、これに管理部門や内
部監査によるモニタリングを加え、内部統制の実効性
を高めています。
　また、不正をするという意図や意識がなく、長年の社
内慣習が実は法令違反であったという場合があります。
違和感を抱いたら声をあげることは、当社が掲げる行動

規範「インテグリティに基づく行動」に合致します。インテ
グリティを重視し、不正やミスに早期・対処することで、
内部統制の実効性向上に努めています。

コンプライアンス意識調査
　当社グループは、全従業員を対象とした定期的なコン
プライアンス意識調査を実施しています。2023年度の調
査では、従業員の意識は全体として非常に高いレベルを
保持できていることを確認しました。一方、ハラスメント
に関する世代間での意識の違い、職場でのコミュニケー
ション不足が課題と考えられました。

コンプライアンス教育
　当社は、新卒採用者、キャリア採用者等へのコンプラ
イアンス研修を実施しています。また、全役職員に対して
eラーニングの必修受講コースを設定し、コンプライアン
ス・ハラスメント・企業倫理等を含む幅広い知識の習得を
推進しています。
　また、コンプライアンスに基盤を置いた企業文化の醸
成のため、オリジナル小冊子『規倫読本　企業人心得』

『永～く商売するゾウ読本　企業人のサステナビリティ』
『ワクワクしてイルカい読本　企業人としてのビロンギン
グ』、さらにマンガを取り入れたCSR解説書『企業人の
CSR入門』『企業人のCSR入門編2』を制作しています。
これらを当社グループの全役職員に配布して活用を促す

ことで、グループ全体の意識レベルの向上につなげてい
ます。

コンプライアンス通信の配信
　コンプライアンス推進活動の一つとして、当社グ
ループの全役職員に毎月クミアイ化学グループコンプ
ライアンス通信および同通信プラスを配信しています。
　2025年度は、コンプライアンス通信プラスの号外
として、「匿名・流動型犯罪グループ」「セクハラとその
被害を食い止めるアクティブバイスタンダー」「スレイ
バリー・フットプリント」の解説記事を配信しました。

贈収賄防止の取り組み
　当社グループは「クミアイ化学グループ贈収賄防止に関
する基本方針」を定め、贈収賄の防止に取り組んでいます。
　当社は海外取り引き向けに「外国公務員等に対する
便益提供・経費負担ガイドライン」および「代理店等の
起用に関するガイドライン」を策定し、これらの運用
が適切に行われていることをリスク・コンプライアン
ス委員会で確認しています。

パートナーシップ構築宣言
　当社は、2024年9月に「パートナーシップ構築宣言」
を公表しました。持続的な成長のため、新たなパート
ナー企業との連携を含めた事業領域の拡大と新規事業
の推進を図るとともに、当社グループの持つ技術や知
見を活かし、地球環境保全への貢献を目指します。ま
た、約束手形の利用の廃止に向けた現金払いや電子記
録債権への移行、「人財マネジメントに関する基本方
針」に基づく公正な労働条件の確保にも取り組みます。

啓発活動
　当社グループでは、ステークホルダーの皆様はもち
ろんのこと、一般消費者の皆様にも農薬に対する正し
い知識や農業への理解を深めていただくための啓発活
動を行っています。その一環として、農薬の重要性や
生産者の苦労をマンガで分かりやすく伝える小冊子

「まもるはなし」シリーズを作成しています。2025年
度は『キャベツとチャをまもるはなし』を制作し、当社
コーポレートサイトに公開しました。

コンプライアンス

コーポレートガバナンス

キャベツとチャをまもるはなし

内部監査 第3のディフェンスライン

第1のディフェンスライン
（各部署における日常的モニタリング）

第2の
ディフェンス

ライン

管理部門統制活動

日常業務の管理 ライン
（点検、質問、指導）
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リスクマネジメント
リスクマネジメントに関する基本方針
　当社グループは「クミアイ化学グループリスク管理に関
する基本方針」のもと、リスク管理が内部統制の要であり、
ステークホルダーの信頼を確保し、持続的な成長を成し
遂げ、企業としての社会的責任を果たすためには、適切な
リスク管理が重要であることを認識し、リスク管理の不断
の実践を通じてリスク文化の醸成と浸透を図っています。

リスクマネジメント体制
　当社は、リスク管理の検討、審議等を行うために、代
表取締役社長を委員長とするリスク・コンプライアンス
委員会（常勤役員で構成）を設置し、年１回および必要の
都度開催しています。委員会では、全社に影響を及ぼす
リスク、組織横断的なリスクおよび部署別リスクを集約
し、対応策を協議の上、取りまとめて共有化することに
より、リスク管理に努めています。リスク管理情報をグ
ループ各社にも展開し、また各社の取り組み状況を集約
して当社「リスク・コンプライアンス委員会」がモニタリン
グすることで、グループ全体のリスク管理の取り組み強
化を図っています。
　グループ会社を含めた内部統制システムの適正な整
備・運用を確保するため、リスク評価に基づく統制活動と
業務マニュアルの整備を行っています。また、内部監査部
門がグループ各社の業務全般に関する監査を実施するとと
もに、業務監査の一環として、内部統制システムの運用を
モニタリングしています。

リスク評価とモニタリング
　当社は、新規事業またはプロジェクト候補のデュー・ディ
リジェンスを実施し、さまざまなリスク評価を行っています。
また、事業所単位で新規プロセスの研究開発から試作段階
を経てプラントの設計・建設・運転・管理・廃棄に至るま
での各段階でプロセス安全、設備安全、労働安全衛生、環
境影響などに関するリスク管理を実施しています。管理に
必要な項目や手順は、社内文書などで具体的に定めていま
す。検討の人員は生産部門のスタッフだけでなく、研究開
発部門、また必要に応じて外部の専門家の力を借りて多面
的にリスク評価を実施した上で事業活動を展開しています。
　サプライチェーンにおけるオペレーショナル・リスクにつ
いては、サプライヤーへの質問表等を通じて定期的に確
認しています。「CSR調達に関する基本方針」と「CSR調達
に関するガイドライン」に基づく活動を推進し、リスク低減
を図っています。

リスクと対策
　当社が高リスクと評価する項目として「海外における農薬
の売上高減少」と「為替の急変」があります。これらの対策と
して、海外調達先・提携先との連絡を密にするなど、市場
環境変化を早期に把握する体制を整備しています。「海外
における農薬の売上高減少」については、特にジェネリック
品との競合による販売減が高リスクと認識しており、これ
に対して、営業・技術面での対抗策や知的財産権侵害対
応を進めています。情報セキュリティに関するリスクなどの
事業に関するリスクについては、当社コーポレートサイトで
公開しています。

リスク文化の醸成
　クミアイ化学グループでは、リスク文化の醸成と浸透の
ため、オリジナル小冊子『リスくんに学ぶ　企業人のリスク
管理』を制作しています。2025年度は、本小冊子に新章

「失敗から学んで進化しよう」、
「回避すべきリスクと取るべ
きリスク」を追加した第2版を
制作し、当社グループの全
役職員へ配布しました。

当社グループにおける主要なリスクと対策
重要リスク リスクの概要 対策の概要

1 農薬及び農業
関連事業領域

国内 国内におけるさまざまな外部環境要因（天候、競合
製品、法規制等）による売上高の減少

外部環境変化に対する能動的な情報収集、
法規制強化へのタイムリーな対応

海外
農薬市場環境（天候、穀物価格、作付面積、抵抗
性、競合製品、ジェネリック品、法規制、関税政
策等）の変化による売上高の減少

各国販売提携先や海外子会社との連携による市場
環境変化の早期把握、売上維持のための対策の
実施

2 化成品事業領域
市場での需給バランスおよび末端製品の需要減、
仕様変更等による販売数量の減少による売上高の
減少

ニーズ変化に即応するための販売会社との連携、
複数購買による安定調達、市場開拓や用途開発の
推進

3 その他の事業領域

建設業、物流事業におけるコストの増加、重大事
故等の発生に伴う信用低下や事業停滞、人財不足
バイオ関連事業における外部環境変化による売上
高の減少

外部環境変化に対する的確な情報収集と対応、技術
と経験を備えた人財の採用と育成ならびに職場環
境の改善
市場動向の把握、新規分野への進出

4 新製品の開発
農薬の開発期間は長期にわたるため、各国の法規
制の改正による販売機会の損失や市場の環境変化
等による開発の成否への影響

各国の法改正を含む規制動向および市場動向の
迅速かつ正確な把握と対応

5 為替変動 急激な為替レートの変動による売上高の減少、調
達コストの増加

売上と仕入の通貨の統一、為替予約、為替変動を
織り込んだ経営計画作成

6 コンプライアンス
および法令等の変更

重大なコンプライアンス違反事案の発生に伴う、
その対応に要するコストの発生、顧客からの信頼の
喪失
化学物質の取り扱いに関する国内外の法令、規制強
化等への対応コストの上昇

定期的なコンプライアンス意識調査の実施とコン
プライアンス啓発活動、内部通報制度の的確な
運用
環境関連法令改正の情報収集および改正に伴う対
応、環境事故未然防止に向けた投資の実施

7 製品の品質 予期しない品質の欠陥、瑕疵、偶発的なトラブル
等に伴う品質異常の発生

是正処置および改善活動を通じた品質の継続的な
向上、ISO9001認証取得による品質管理の徹底

8 生産・原料調達

原材料調達先や当社グループの生産設備の故障・
事故、所在国の法規制、地政学リスクなどによる
原材料の供給不足や製造の遅延・停止、調達コスト
の増加

原材料の早期発注による在庫確保、代替品手配、
主要な原材料についての供給元の多元化、設備の
計画的な更新による生産機能の維持

9 人財の確保・育成 人財の確保および育成が想定通りに進まないこと
による、経営成績および財政状態への影響

人財に必要なスペックの明確化、計画的かつ効率
的な獲得、ワークライフバランスの充実

10 減損会計適用 グループ事業資産価値の下落等で発生する減損処
理に伴う財政状態の悪化

グループ各社の経営状況の的確な把握、重要案件
の進捗や課題の共有化

11 知的財産

当社の知的財産が侵害されることによる売上高の
減少、技術・ノウハウの流出
他社の知的財産権への抵触に伴う賠償金の発生
ジェネリック品の参入による売上、利益への影響

物質、製造法、中間体、用途、製剤、使用方法等
に関する特許網の構築
他社の特許出願調査、審査状況の監視
知的財産権の侵害に対する法的な手段も含めた対応

12 情報セキュリティ サイバー攻撃やその他偶発的な事故によるシステム
停止、機密情報の漏えい等

情報セキュリティ教育の強化、インシデントが発
生した場合の対応体制の整備

13 人権 当社グループのサプライチェーン上で人権問題が
発生した場合の社会的信頼の低下や取引停止

ガイドラインに基づく主要サプライヤーを対象と
したアンケート調査の実施、人権に関わる研修・
啓発活動の推進

14 DX
DXの推進やデジタル技術の効果的な活用ができない
ことによる新たな市場機会の喪失や業務変革や開発
力の停滞

ITインフラの整備やデジタル人財の確保・育成と
社内体制の構築・整備、AI等の新規技術を活用し
た研究開発や生産性向上の推進

15
気候変動・
生物多様性・
自然資本

温室効果ガス（GHG）排出規制の強化に伴う対策
コストの増加、気候変動による農耕地面積や農作
物収穫量の減少
生物多様性の喪失や自然資本の枯渇によるコスト
増加や事業の不安定化

各国法規制の動向把握と対応、GHG排出量削減に
向けた設備投資、製品・技術の開発、TCFD・
TNFD等を活用した情報開示の推進
水資源や廃棄物の適正管理、環境負荷低減製品の
普及、ビオトープの造成、森林の環境保全等への
取り組み

16 自然災害・感染症
突発的な大規模自然災害や新たな感染症が引き
起こすパンデミックによる当社事業拠点の操業
停止、サプライチェーンの寸断

各事業所での定期訓練、BCPの更新、委託先・原料
購入先の複数化、在庫拠点の分散

リスくんに学ぶ

企業人のリスク管理
クミアイ化学グループのリスク管理

リ
ス
く
ん
に
学
ぶ

　企
業
人
の
リ
ス
ク
管
理

　ク
ミ
ア
イ
化
学
グ
ル
ー
プ
の
リ
ス
ク
管
理

リ
ス
ク
感
度
を

磨
い
て
リ
ス
ク
文
化
を
深

め
よ
う

第2版

目次

はじめに   2
本書の構成   4
リスク管理って何？   6
リスク管理のプロセス   12

リスク管理を知ろう
Basic編
 日常のリスクを探そう   16
 工場のリスクを探そう   18
 研究所のリスクを探そう   20
 答え合わせ   22

 1 リスクを見える化   26
 2 リスク管理に関する知識の実を集めよう   30
 3 日常業務のリスク管理を考えよう   40
 4 脳のクセを理解しよう   49
 5 リスク感度を磨こう   67
 6 失敗から学んで進化しよう   74

リスク管理をしよう
Advance編
 1 リスク分野は増えています   112
 2 リスク管理の必要性が高まっています   114
 3 リスク管理体制における自分の役割を認識しよう   116
 4 回避すべきリスクと取るべきリスク   118
 5 リスク管理に関する知識の実を集めよう   130
 6 リスク管理を始めよう   144
 7 有事のリスクに備えよう   150
 8 リスク管理のツールを活用しよう   156

はじめに
リスクとは何でしょうか。この答えは、皆さんの仕事の内容、職場における立場

などで変わってくるかもしれません。リスクは、日常業務の中の事務ミスや作業ミ
スやケガなどを起こすリスクから、事業活動や経営戦略に係るリスクまで、幅広
く、私たちの日常に潜んでいます。ことわざでは「転ばぬ先の杖」といい、万が一に
備えることの重要性を説いています。

2020年1月にバドミントンの桃田賢斗選手がマレーシアで交通事故に遭いまし
た。この出来事をリスク管理という観点で捉えると、選手の海外遠征では、試合や練
習中のケガや体調管理面だけではなく、移動中のリスク、しかも航空機ではなく、自
動車利用にもリスクがあることが分かります。日本バドミントン協会は、対策を講
じる必要が出てきました。対応策として、安価なワゴン車でなく、安全対策が施され
ている高級車を選ぶこと。また、運転手の居眠り運転ではないかという報道もあり
ましたが、そうなると、マレー語が話せるスタッフを同行させて、運転手と話をして
いたら居眠り運転が防げるのではないか、という対策も浮上してきます。このよう
にマスコミで報道された事件・事故を自分のこと、自社のことに置き換えて考える
クセをもつことが大切です。こうすることが、リスク感度の向上につながります。
身近なところでは、「朝、目覚ましのアラームが鳴らなかったため、会社に遅刻を

する」「思い込みで判断してしまい起こるミス」「うっかりで起こるポカミス」など、
リスクの可能性を挙げればきりがありません。そして、誰でも同じようなミスを繰
り返します。そのヒトが集まっている組織が会社です。しかし、他社の不正や不祥
事の報道を見て、多くの人は自分の会社は大丈夫だと考えます。「従業員が優秀だ
から」「コンプライアンス意識が高いから」「内部統制システムが機能しているか
ら」などの理由を挙げて、「自社は不祥事を起こさない」と思い込みますが、これに
は認知バイアスがかかっています。他社の不祥事を他山の石とすることでリスク
に対する感度を高めておきたいところです。
今回、リスクに関して考える契機にして欲しいと、小冊子『リスくんに学ぶ 企業
人のリスク管理』（以下本書）を制作しました。本書は、リスクに関する基本的な情
報をまとめたBasic編、リスク管理を実践する上で役に立つ情報をまとめた
Advance編という構成になっています。 仕事の内容や興味に応じて難しい章は
スルーという使い方でも結構です。ご利用ください。

リスクについて、もう一度、自分で、職場で、考えていきましょう。

2 3

リスくんに学ぶ

クミアイ化学グループのリスク管理体制

第3の
ディフェンスライン

第2のディフェンスライン

第1のディフェンスライン

内部監査室

グループ
会社

グループ
会社

グループ
会社

グループ
会社

クミアイ化学業務部門

リスク・コンプライアンス委員会事務局
（コーポレートガバナンス課）

リスク・コンプライアンス委員会
（委員長：代表取締役社長）

監査役会取締役会

コーポレートガバナンス

リスク
https://www.kumiai-chem.co.jp/sustainability/
governance/risk_management/
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